
取組① サイクリングツアー商品造成

取組② 販売・プロモーション

【ＳＮＳによる情報発信におけるリーチ数】
・丸森、仙台ツアー 37,882件
・仙台、石巻ツアー 28,074件

→最も反響が大きかったのは、紅葉、グルメ。
季節とグルメをあわせた商品構成が好評

○宮城のサイクルツーリズムの魅力を、SNSを活用し、海外のサイクリストに情報発信できた。

○ツアー実施により、地域の宿泊施設、飲食店、地元サイクリストが外国人サイクリストの受入を経験し、インバウンドへ取り組む意欲向上につながった。
○休憩所、車両メンテナンスができるサイクルステーションを31か所と自転車を施設内に保管できるサイクルホテル６施設を増加させ、受入環境が大きく前進した。

取組③ 受入環境整備

得られた成果

今後に向けた課題・活動の見通し

株式会社ジェイアール東日本企画 仙台支店 （対象市場：中国、台湾、タイ）
宮城サイクルツーリズム推進事業

取組全体の目的・概要：

取組のモデル性：

H30交流拡大モデル
事業報告概要

仙台、丸森、石巻エリアのＤＭＯ等の関係者と旅行会社
によるツアープログラム造成会議を実施し、サイクリングツアーを造成
【商品事例】
・丸森、仙台サイクルツアー（3泊4日・10月5日～8日）
・仙台、石巻サイクルツアー（4泊5日・11月2日～6日）等

【主なコースの特徴】
紅葉真っ盛りの秋保、日本で唯一のダブルアーチ式ダム湖畔、
古民家レストランで地元サイクリストとの交流、
石巻のリアス式海岸眺望、
リボーンアート・フェステイバルのシンボル「ホワイトデイアー」

◆サイクルガイド養成講座
・地元サイクリストが参加し、ツアー運行に必要となる
走行技術とガイドコミュニケーション、外国人サイクリ
ストの受入対応について講習を実施。
・講習の受講者が、取組①のツアー実施時に外国人
サイクリストを案内し、手厚いサポートに高い評価。

◆地域勉強会
・仙台・丸森・石巻・栗原・気仙沼で実施
・飲食店、宿泊施設、サイクリスト等が参加
→サイクリングツアーの実施結果と課題を共有
サイクルステーション、サイクルホテルを増加
させるための協力依頼を実施

○日本の先進地に比べると、まだまだ宮城のサイクリングツアーの数が少ない。エリアやポタリングコース等のバリエーションを増やしていく必要がある。
今後、サイクルツーリズムに取り組む地域を増加させる活動を行い、あわせてサイクルガイドのスキルアップ、休憩所・宿泊施設の増加に取り組んでいく。

主な実施取組の内容

◆旅行商品 ３件
◆送客人数 ５０人

成果目標

○４件
○３４人

実績

○国籍別販売実績：
中国 ６人 タイ２１人 台湾７人

東北の課題となっている外国人観光客が観光地を周遊するための足の確保を解決する方策のひとつとして、自転車を使っての旅行、
サイクルツーリズム商品の造成・販売。また外国人サイクリストを安全に案内できる宮城のサイクルガイドの養成。

海外のサイクリストに対し、宮城のサイクリングのモデルコースを走行するツアーを造成・販売。あわせてサイクリストが、安全に県内を
周遊できる環境整備のため、サイクルガイドの養成など受入体制の強化を図る。

取組①のサイクリングツアーに、海外のサイクリストに人気
のあるインフルエンサーが参加。SNSで宮城のサイクリン
グの魅力を情報発信
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